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実施概要
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名 称 第12回全国高校生地方鉄道交流会

開  催  日 2023年8月18日（金）～20日(日)

開催場所 福島県伊達市及び阿武隈急行線沿線各地

対象路線 阿武隈急行線《福島―槻木》

開催内容 阿武隈急行梁川車両基地(福島県伊達市梁川町字五反田100番地1)見学
企画部門プレゼンテーション
表彰式《企画部門》《写真部門》
講演 鉄道系 ユーチューバー 西園寺

企画テーマ 通年《地域創生と鉄道の役割》
第12回《阿武隈急行を利用した、地元商店街活性化とは》

審査員 ①阿武隈急行株式会社 代表取締役社長 冨田 政則 /審査委員長
②伊達市 副市長 佐藤 弘一
③東洋経済新報社 週刊東洋経済 記者 大坂 直樹
④映像制作絶景 映像プロデューサー 茂野 隆之
⑤一般社団法人全国高校生地方鉄道交流会 代表理事 大溝 貫之

参加費 1チーム 8,000円 ※1校が複数チームでの申し込みが可能
現地参加 宿泊 1名18,000円（宿泊2泊・4食含む）
現地参加 日帰 1名8,000円
リモート 1名8,000円 ※引率者は実費

参加校           11校

主催 一般社団法人 全国高校生地方鉄道交流会

後援 国土交通省、文部科学省、一般社団法人日本民営鉄道協会、福島県、福島県教育委員会 伊達市、伊達市教育委員会、読売新聞東京本社福島支局、福島民
報社、福島民友新聞社

福島県私立中学高等学校協会、東京私立中学高等学校協会

協力 阿武隈急行株式会社、福島県伊達市、株式会社スリージェイトラベル、有限会社アクアプレイス

※敬称略



【参加校】
■現地参加

①目黒学院(1/3 4名) ⑩渋谷(1/7 8名)■リモート参加 ③郁文館(5名)
②東北学院(1/7 8名)  ⑪芝学園(6/34 40名) ⑥高松中央(1名)
④東京農業(1/4 5名) ⑨清風南(3名)
⑤福島工業(1/1 2名) 
⑦昭和学院(2/6 8名)
⑧成城(2/24 26名) ■全参加者【101 (引率15/生徒86) ＋リモート9 110名(生徒95名)】

発表順 参加校 出身地 引率 生徒 計 ホスト校 あぶ急 写真

1 目黒学院中学・高等学校
(めぐろがくいんちゅうがく・こうとうがっこう)

東京都 1 3 4

2 東北学院中学校・高等学校
(とうほくがくいんちゅうがっこう・こうとうがっこう)

宮城県 1 7 8

3 郁文館高校鉄道研究部
(いくぶんかんこうこう)

東京都 0 5 5

4 東京農業大学第二高等学校 鉄道研究愛好会
(とうきょうのうぎょうだいがくだいにこうとうがっこう)

群馬県 1 4 5 4 4 4

5 福島工業高等専門学校
(ふくしまこうぎょうこうとうせんもんがっこう)

福島県 1 1 2

6 高松中央高校
(たかまつちゅうおうこうこう)

香川県 0 1 1

7 昭和学院中学高等学校地域研究部
(しょうわがくいんちゅうがくこうとうがっこうちいきけんきゅうぶ)

千葉県 2 6 8 6 3 6

8 成城中学校・成城高等学校
(せいじょうちゅうがっこう・こうとうがっこう)

東京都 2 24 26 24 24 24

9 清風南海高等学校鉄道研究部
(せいふうなんかいこうとうがっこうてつどうけんきゅうぶ)

大阪府 0 3 3

10 渋谷教育学園幕張中学校・高等学校 鉄道研究部
(しぶやきょういくがくえんまくはりちゅうがっこう・こうとうがっこう)

千葉県 1 7 8 6 7

11 芝学園 芝中学校・芝高等学校
(しばがくえん しばちゅうがっこう・しばこうとうがっこう) 

東京都 6 34 40 6 6

参加校一覧
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■開催案内
B3中吊り/100枚
B2ポスター/10部

■募集案内
A4/両面/FAX対応

■参加賞 缶バッジ×2種

告知物及び制作物



4

■審査委員長【阿武隈急行株式会社 代表取締役社長 冨田 政則 氏】
1962年生まれ。
令和5年3月末、宮城県庁会計管理者兼出納局長を最後に退職。
6月から阿武隈急行株式会社代表取締役社長に就任。
趣味はハイキングだったが、現在は愛犬の「ナツ(柴犬)」との散歩程度にとどまっている。
大人の社会塾 熱中小学校 丸森復興分校 校長

■審査員【伊達副市長 佐藤 弘一 氏】
保原町在住
県農業短期大学校を卒業後、昭和51年に県職員になり、農村振興課長、
職員研修課長、総務課長などを歴任。平成30年に現職となる。

■審査員【東洋経済新報社 大坂直樹氏 週刊東洋経済 記者】
臨時増刊号「鉄道全真相」編集長
1963年、北海道生まれ
1987年、早稲田大学 政治経済学部 政治学科卒
同年、朝日生命保険会社入社
盛岡支社、国際部、ブリュッセル現地法人、総合企画部勤務
2000年、東洋経済新報社入社
産業担当記者として小売り、自動車、化学など幅広い業界を取材
『週刊東洋経済』『会社四季報』副編集長を歴任
日本証券アナリスト協会検定会員、国際公認投資アナリスト
現在、鉄道業界の記事を積極的に執筆。
東洋経済オンライン「鉄道最前線」や毎年恒例の「鉄道特集号」企画・編集も担当。
JR全線完乗を目標としているが近隣・鶴見線の一部区間を残すのみ。
未完のままにしておくほうがロマンがあると思案中。

審査員
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■審査員【映像制作絶景 映像プロデューサー 茂野 隆之 氏】
東映株式会社で映像カメラマンに従事後、地元大阪府貝塚市で独立。
映像プロデューサーとして活動する傍ら、貝塚青年会議所で町おこしに携わる。
2021年には水間鉄道を舞台としたYouTubeドラマ「アワーホーム」を制作。
クラウドファンディングを活用し、地域や鉄道ファンと共に作品を創り上げる。
現在は貝塚市に観光客を呼び込むべく、観光案内所のオープンに向けて活動中。

■審査員【一般社団法人 全国高校生地方鉄道交流会 代表理事 大溝 貫之】
私立成城中学・高等学校に英語科教諭として38年間勤務 2021年３月定年退職
現在、私立世田谷学園中学・高等学校にて、英語科特別非常勤講師
成城中学・高等学校では、28年間、鉄道研究部顧問、写真部顧問などを務める。
2012年に、任意団体「全国高校生地方鉄道交流会」を立ち上げ、
のちに法人化する。
第１回「全国高校生地方鉄道交流会」を2012年８月に秋田内陸縦貫鉄道を舞台
に開催以来、2022年8月に第11回を大阪府岬町を舞台に南海電鉄のご協力にて開
催（オンライン参加含む）

審査員
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■西園寺【鉄道系ユーチューバー】
関西在住の大学生。
1年生の夏に日本一長い片道切符「最長片道切符」を用いた日本一周旅行を敢行。
半年後に2度目の日本一周旅行に出かけ、春休みの実家滞在時間は"8 時間"。
自分の部屋が見事に物置と化す。
長旅を通じて日本の風景の美しさ、また正確かつ安全に人を輸送する公共交通機関の凄さを痛感し、
本格的に動画を YouTube にアップするようになる。

特別講演 鉄道系ユーチューバー 西園寺氏
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賞 数量 副賞

1 阿武隈急行株式会社 社長賞 硬券賞状×1 ヘッドマークデザイン権

2 伊達市長賞 硬券賞状×1 桃の恵み1ケース

3 社)全国高校生地方鉄道交流会 代表理事賞 硬券賞状×1 開催ポスターB2

4 参加賞 各100 缶バッチ・伊達市・あぶ急ノベルティ

※B2・B3サイズ
※受賞者3名の画像を1枚のポスターにて作成
※入賞用ポスターは後日発送

賞 副賞

1 阿武隈急行株式会社 社長賞 硬券賞状×1 阿武隈急行車内吊り・駅貼りにて掲出

2 伊達市長賞 硬券賞状×1 桃の恵み1ケース

3 社)全国高校生地方鉄道交流会 代表理事賞 硬券賞状×1 開催ポスター B2

■企画部門

■写真部門

※ヘッドマーク作成権の内容を確認（HM制作費用はあぶ急ご負担）
※デザインデータ提出締切 ９月中旬予定
※授与・装着式はR5年10月中旬？ 梁川駅？
※旅費については代表者(引率者)1名のみ事務局負担。大溝同行予定
※募集・開催ポスター（B2・B3）は阿武隈急行線沿線 施設などに掲出
※改札鋏(阿武隈急行株式会社様)

■賞状 A4横
【企画部門】
阿武隈急行株式会社賞長賞
伊達市長賞 ※伊達市専用賞状
社）全国高校生地方鉄道交流会 代表理事賞
【写真部門】
阿武隈急行株式会社賞長賞
伊達市長賞 ※伊達市専用賞状
社）全国高校生地方鉄道交流会 代表理事賞
佳作×6

伊達市様
オリジナル猪皮キーホルダー 100個

阿武隈急行様 つり革97個

■参加者全員プレゼント

各賞及び副賞
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8月18日(金) ホスト校 伊達高校様と交流

■参加校
東京農業大学第二高等学校 鉄道研究愛好会(1/4 5名)
昭和学院中学高等学校地域研究部(2/6 8名)
成城中学校・成城高等学校(2/24 26名)

合計(引率5名 生徒34名 合計39名)

■伊達高校玄関と駐輪場には
   歓迎の看板

■伊達高校校長
髙橋文彦様 ご挨拶

■代表理事
   大溝貫之 挨拶

■伊達高校生と質疑応答による交流

■生徒会・新聞部による 伊達高校のプレゼン

■桃の食べ比べ

■歓談

■14:02～15:16
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8月18日(金) 阿武隈急行車両基地見学
■参加校

東京農業大学第二高等学校 鉄道研究愛好会(1/4 5名)
昭和学院中学高等学校地域研究部(2/6 8名)
成城中学校・成城高等学校(2/24 26名)

合計(引率5名 生徒34名 合計39名)
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8月19日(土) 阿武隈急行交流会

■参加校
①東北学院中学校・高等学校 (1/6 7名) 
②東京農業大学第二高等学校 (1/4 5名)
③昭和学院高等学校 (1/3 4名)
④成城中学校・成城高等学校 (2/24 26名) 
⑤渋谷教育学園幕張中学校・高等学校 (1/6 7名) 

合計(引率6名 生徒43名 合計49名)

■阿武隈急行のポロシャツ

■阿武隈急行の方々と集合写真

■駅員のお話
   運転部の方々のお話
   農家兼業のお話等
   どれも貴重なお話でした

■9:00～15:00
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8月19日(土) 路面電車を偲ぶ会・沿線調査

■現地を歩き調査を行います

■専用乗車券を使いホームから撮影

■昼食をたべながらも企画会議
■伊達市を結んだ鉄道を拝見

1、宮城方面
2、梁川、伊達方面
3、福島、霊山方面
4、阿武隈急行沿線写真班
5、阿武隈急行社員講話
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8月20日(日) 企画部門プレゼンテーション・表彰式

■代表理事 ご挨拶

■発表を生中継

■審査員の方々

■阿武隈急行株式会社
代表取締役社長
冨田 政則 様 ご挨拶

■全員で記念撮影

■9:00～11:44



企画部門 表彰
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■阿武隈急行株式会社賞長賞 受賞
   成城中学校・成城高等学校

成城中学校・成城高等学校

■伊達市長賞 受賞
芝学園 芝中学校・芝高等学校

■社）全国高校生地方鉄道交流会代表理事賞受賞
福島工業高等専門学校



14

写真部門

■全39枚
現在審査中
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■福島民報社 2023年7月30日(日)掲載

■福島民友社 2023年8月21日(月)掲載

■福島民報社 2023年8月19日(土)掲載

■公式よりプレスリリース 2023年7月26日(水)掲載

フリーパブリシティ



Special thanks
阿武隈急行株式会社 冨田様、今村様、髙橋様、佐藤様、幕田様、長澤様

伊達市 堀井様、佐藤様、東条様、安田様
阿武隈急行車両基地 職員の皆様、東洋経済新聞社 大阪様、映像制作絶景 茂野様、鉄道系ユーチューバー 西園寺様

福島県立伊達高等学校 髙橋様、生徒会の皆様、新聞部の皆様
KFB福島放送、福島民友新聞社、福島民報社、トラベルニュース、読売新聞東京本社福島支局

保原コミュニティセンター、阿武隈急行乗務員の皆様、伊達内の皆様

伊達市の穏やかなそよ風
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